
（参考）

（１）流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給）
木曽川水系の異常渇水時において、徳山ダムに確保された渇水対

策容量のうち、４，０００万m3の水を木曽川及び長良川に導水すること
により、木曽成戸地点で約４０m3/sを確保し、河川環境の改善を行う。

（２）水道用水及び工業用水の供給

徳山ダムで開発した愛知県及び名古屋市の都市用水を最大４m3/s
導水することにより、木曽川で取水できるようにする。

事業の目的

導水ルートは、地形・地質上の
制約、経済性、河川流況改善区
間延長及び利水供給可能区域
等から、揖斐川西平ダム付近か
ら木曽川坂祝地区に導水するこ
とを基本とする。

また、長良川中流部の河川環
境の改善及び事業費の軽減を
図るため木曽川への導水の一部
を長良川を経由するものとする。

導水路のルート

上流施設 Ｌ＝約４３ｋｍ Ｑ＝１５．３～２０m3/s
下流施設 Ｌ＝約１ｋｍ Ｑ＝４．７m3/s
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底水容量

（万石確保20m3/s）

（万石確保20m3/s）

（木曽成戸確保40m3/s）

愛知（上）　 2.3m3/s
名古屋（上）1.0m3/s
名古屋（工）0.7m3/s

岐阜（上）　 1.2m3/s
岐阜（工）　 1.4m3/s
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木曽川水系連絡導水路事業の概要
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木曽川水系連絡導水路のルート



※環境影響評価法に基づく環境影響評価と同等の技術レベルの環境影響検討を行う。

環境調査・影響検討
（於：木曽川水系連絡導水路環境検討会）

モニタリング調査

木曽川水系連絡導水路事業の経緯
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